


　お亡くなりになられたら

危篤の連絡 故人様のお着替え
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病院で亡くなった場合は、看護師さんが清拭
をし故人様のお着替えをしてくれます。寝間着
や着物など、前合わせの着物を用意されてお
くと良いです。

危篤の状態で、会わせたい人に連絡を
とる時は、時を選ばずにすぐ連絡します。
このとき、何処へ行けば会えるのか、病院
なら部屋番号まで伝えましょう。

○病院の場合は

・親戚等に連絡を入れます。

・寝台車の手配・・・・JAに連絡を入れます。　　℡ 0892-21-2509（24時間受付）

・病院にて「死亡診断書」を受け取ります。

・主治医や看護師に挨拶し、病院を出発いたします。

○自宅の場合は

・医師に連絡し、死亡の確認をして貰います。

・事故死の疑いのある時は、警察に連絡します。

JAに連絡を入れます。　　℡ 0892-21-2509（24時間受付）



北枕 枕飯

○自宅に安置の場合は

一般的に御遺体を安置する時は、釈尊
が入滅された時の向きにならい、北枕と
言われていますが、部屋の状況に応じ
て、西枕にしてもかまいません。

一般的に帰宅したら枕飯を近所のかた
（他人）に作っていただくとなっています
が、深夜などの場合は、翌朝でもかまい
ません。無理のないようにしてください。

　故人様の安置

・お線香をお供え出来るように用意する。

・安置が出来ましたら、皆様でお線香をお供えします。

・安置する布団や枕元の机を用意する。

部屋の片づけをお願いする。

・安置出来たら、皆様でお線香をお供えします。

・自宅に誰かいらっしゃる場合は、戻る時間を連絡し、

○会館に安置の場合は

・安置する布団を用意する。
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　葬儀打合せ・準備

日程 お手伝いの依頼

料理（通夜　葬儀後）

送迎バス

・寺院への連絡　（JAにて行います）

・死亡届手続き　（JAにて行います）

式場（自宅・会館）　日程（通夜・葬儀・弔上・初七日 等）の決定

遺影写真の選択

会葬礼品の選択

祭壇の選択（　和室葬　会館葬　）

○葬儀打合せ

・喪主の決定

・宗派・寺院の確認

・葬儀内容の相談・決定

通夜・葬儀の日程は、遺族親族の都
合や、僧侶の都合、久万斎場の都合、
会館の都合などを調整しながら決めて
いきます。

親戚だけでなく、友人や町内会、職場の
方にお手伝いを頼む事が有ります。誰に
何を担当してもらうか決めてお願いするよ
うにします。

会葬礼状の印刷枚数の決定

・通夜葬儀の日時場所を、関係者に連絡いたします。

・通夜葬儀の祭壇設営や幕張等の準備を致します。
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会館葬・和室葬について

葬儀の費用について

・御通夜は自宅や会館で行いますが、御葬儀を会館ホールでおこなう様式です。

・自宅や会館の和室を利用しておこなう様式です。

葬儀費用には祭壇料以外にも必要に
なるものが有ります。（右図）
寝台車・霊柩車や会葬礼品、料理等、
家によって状況が変わってくる物は含ま
れてない場合が多いです。

祭壇料以外に必要な物

御通夜使用料　　法要使用料
寝台車　　霊柩車　　送迎バス
会葬礼品　　会葬礼状
ドライアイス　　遺影写真加工
料理　　飲み物
火葬料　　寺院様お布施
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○会館葬とは

○和室葬とは



御　通　夜

・御通夜にはいろいろな形が有ります。

※上記以外にも地区により風習が有りますので相談されるとよろしいです。

・御通夜は「夜を通しお線香を絶やさず故人をお守りする」と言われますが、

　あまり無理をせず、故人が寂しがらないよう近くで休んだり交代で休んだり

御通夜の服装

5

　世話役に相談すると良いでしょう。

　するとよいでしょう

○通夜の後の食事

・通夜の後の食事については、地区により風習が有ります。

　食事を用意したり、しなかったり。お茶菓子でもてなしたり。様々ですので

・僧侶に来てもらい読経して頂く。

・お先達と呼ばれる方に読経して頂く。

僧侶の接待

・僧侶もお先達も呼ばずに、来られた方から順にお参りをする。

久万高原地区の御通夜は、式服ではな
く地味めな服装でおこなう事が多いよう
です。会館での御通夜の場合は式服の
方が増えてきてますが、派手で無ければ
良いようです。

自宅で御通夜をされる場合に僧侶が来
られたらお茶とお茶菓子を用意しもてな
します。御通夜が終わった後もお茶を用
意しこの時にお礼を渡されると良いでしょ
う。　　会館で御通夜の場合はJAにて用
意します。



納　棺　式

死化粧について

故人様に死化粧をしてあげる場合
は、家族の方で納棺式までにして
あげて下さい。

湯灌・美装について（有料）

湯灌とは、故人様をお風呂に入れてあげて、洗髪や髭
そり、等をおこなってから、愛用のお着物やお洋服に着
替えさせて死化粧をおこないます。
御通夜の前までにおこないますので、ご希望の方は担
当者にご相談ください。

・自宅で行う場合は、終わり次第自宅を出発いたします。
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・会館で行う場合は、祭壇に安置いたします。

・お洋服や小物など、故人様が愛用していた物を選んであげて下さい。

　お好きだったお菓子等も用意する家庭が多いです。飲み物等を用意する場合は、

　紙パックの物かナイロン袋に小分けしてあげて下さい。

・副葬品を用意します

・仏衣（経帷子）や五穀、六文銭（印刷） 等はJAにて用意します



御　葬　儀

僧侶が来られたら 来賓・会葬者

・開式１時間前に司会者との打合せをおこないます。

・僧侶が来られたら、挨拶に伺います。

・遺族親族のかたは、開式30分前に式場にご入場いただきます。

※式次第の順番は変更になる場合があります。
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僧侶が来られたら、喪主様がご挨拶に
行かれると良いでしょう。
又、この時にお礼を渡しておくとお別れの
時にバタバタしなくて済みます。

式場で御葬儀をする場合は、祭壇に向
かって左側が会葬者の席になります。
又、来賓等の指名焼香をお願いする場
合は前列に着席して頂くので、葬祭担
当者にご相談ください



御別れ・出棺・火葬

お別れについて 釘止め

久万斎場では炉に安置する前にお顔を
見る事が出来ません。式場出棺前のお
別れが、お顔を見れる最後になります。

棺の蓋を閉める時、死者が迷わず旅立
つ事を願い、2回づつ、小石で釘をたた
きます。清めやお祓い、厄除けの意味合
いもあります。

8



精進落とし・収骨・法要

僧侶や家の都合で変わりますが、精進落としの前におこなう場合も有ります。

有りますのでご相談ください。

・法要は家に帰ってからおこなう場合、寺院でおこなう場合、会館でおこなう場合等

皆様が集まってから合掌し、収骨を始めます。

・火葬に2時間かかる為、久万地区では火葬中に精進落としをする場合が

多いです。手伝って頂いた人たちの労をねぎらう意味が有ります。

○収　骨

・指定された収骨の時間に久万斎場に移動します。

親戚一同が集まりにくい現在では、葬儀
当日に「弔上・初七日」として執り行う事
が多くなっています。
法要をした場合でも、初七日には来れる
方だけでお参りをされると良いでしょう

命日から49日目に僧侶を呼んで行う法
要です。現在では前の日曜日等にずら
すことが多いので、早めに日を決めて寺
院と相談されると良いでしょう。

繰り上げ法要 忌明け（49日）法要

○法　要

・収骨後、弔上・初七日等の法要をおこなう場合が増えています。

拾う御箸は、互い箸（木と竹）で皆様で交代で足元から拾い始めます。

○精進落とし
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御焼香について

宗派 焼香

真言宗 3回

浄土宗 1～3回

真宗大谷派

1回

頭に押し頂かない

頭に押し頂かない

頭に押し頂かない
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臨済宗 1回

曹洞宗 2回

日蓮宗 1回か3回

○焼香の作法

宗派や地域によって異なりますが、基本的に次のようにおこないます。

1.会葬者に一礼して、焼香台の前に進みます。

3.お香をつまみ、香炉に移します。

2.祭壇に一礼します。

4.祭壇に合掌し、祈ります。

5.少し下がって会葬者に一礼し、自分の席に戻ります。

○宗派による作法の違い

宗派よって御焼香の作法は異なります。

作法

特に決まりは無し

特に決まりは無し

1回目は頭に押し頂く、2回目は頂かない

必ず頭に押し頂く

2回

浄土真宗
本願寺派



各種割引について
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〇組合員割引

〇久万高原町民割引

〇御長寿割引

亡くなられた方及び家族（配偶者・御子息）様

が、松山市農協の組合員の場合に適用されます。

お選び頂きました祭壇コースの価格から割引さ

せて頂きます。

尚、久万町民割引との重複は出来ません。

亡くなられた方の現住所もしくは本籍地が、

久万高原町に在る方に適用されます。

お選び頂きました祭壇コースの価格から割引さ

せて頂きます。

尚、組合員割引との重複は出来ません。

亡くなられた方の享年（数え年）が、９５歳以上

の場合に適用されます。

長い間JAとお付き合い頂いた御礼と感謝を込めて

割引させて頂きます。



農協葬祭会員について
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